
声 明

行 政 訴 訟 ［ Ｍ ］ 最 高 裁 勝 利

１０月１５日、最高裁判所第二小法廷は、原告ＪＲ東海会社が東京高等裁判所の判

決を不服として争った事件〔平成 24 年（行コ）第 425 号〕で東海旅客鉄道「不当労

働 行 為 救 済 命令 一 部 取 消請 求 控 訴事 件 （ 原審 ・ 東 京地 方 裁 判 所平 成 ２ ２年 （ 行 ウ）

第６５７号）不当労働行為事件について、「上告を破棄」する決定を下した。

本件は、 名古屋車両分会が、「会社による一方的な撤去通告だけで組合掲示板から

掲 示 物 を 撤 去す る こ と は、 不 当 労働 行 為 であ る 」 とし て ２ ０ ０６ 年 に 愛知 県 労 働委

員 会 に ２ ０ ０５ 年 ５ 月 ２２ 日 か ら９ 月 １ ２日 ま で に撤 去 さ れ た９ 点 の 組合 掲 示 物に

ついて救済を申し立て不当労働行為について争ったものである。

２００９年２月２１日、愛労委はすべての掲示物について「掲示物の一方的な撤去

は 不 当 労 働 行為 」 と 認 め完 全 勝 利命 令 を 下し た 。 さら に 同 年 １０ 月 ２ ８日 、 中 央労

働委員会においても９点中７点の組合掲示物の撤去について 、「労働組合法７条第３

号に該当する不当労働行為である」と認定した。

しかし会社は更なる悪あがきとし、行政訴訟として東京地方裁判所に提訴したので

ある。

そして２０１２年１０月１５日、東京地方裁判所においても組合の主張の正当性が

認 め ら れ 、 中央 労 働 委 員会 の 命 令を 支 持 し、 組 合 側勝 利 の 判 決が 出 さ れま し た 。さ

ら に ２ ０ １ ３年 １ ０ 月 ２日 、 東 京高 等 裁 判所 に お いて も ７ 点 中５ 点 の 掲示 物 に つい

て会社の請求を棄却し組合の主張を認める勝利判決が出しました。

会社は高裁判決を不服として最高裁に上告していましたが２０１４年１０月１５日、最

高裁判所においても組合の正当な主張を認め会社の上告を棄却する完全勝利が決定した。

この間も会社は反省する事もなく、幾度かの司法の判断も無視し会社に都合の悪い

事 や 真 実 を 他労 組 の 組 合員 に 見 せな い た めに 、 一 方的 な 撤 去 通告 を 行 い掲 示 物 を撤

去してきたことを断じて許すことは出来ない。

会社は、今までの行為を真摯に反省すると共に最高裁の決定を受け止め、口先だけ

ではなく誠意を込め心から私たちに対し直ちに謝罪し行動を正すべきである。

リニア建設のための経費削減や「命令と服従」「規律と忠誠心」等の労働強化など、

今後私たち労働者へのしわ寄せをさらに強めることは明らかである。

私たちは、繰り返される不当労働行為、そしてＪＲ総連やＪＲ東海労にかけられる

組 織 破 壊 攻 撃に 対 し 労 働者 の 良 心を 守 り 安心 し て 働け る 職 場 を私 た ち の手 に 取 り戻

す た め に 、 すべ て の 労 働者 の 手 本と な る 闘い を Ｊ Ｒ総 連 に 結 集す る す べて の 仲 間と

共に展開していくことを明らかにする。

２０１４年１０月２０日

ＪＲ東海労働組合中央本部

ＪＲ東海労新幹線関西地方本部
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